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エセナおおた　センター長　東 香織さん
ひがし か おり

　私はもともとエセナで開催されていた

講座の参加者でしたが、ご縁があってエ

セナの運営に携わるようになり、平成27

年4月からセンター長となりました。ジェ

ンダーの問題は私たちの生活全般にかか

わることなので区民の皆さんに自分事と

して捉えてもらえるような工夫を常に考え

ています。男女共同参画やジェンダー平
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等について深く学びたい人はもちろんの

こと、ふらっと気軽に立ち寄れる場でもあ

りたいです。５階のフリースペースでは、

食事や雑談ができますし、小学生は宿題

をしたり、ゲームをしたりして自由に過ご

せます。周囲にある展示や本に触れたり、

職員と気軽に話したりしながら、自然と情

報を得られる場づくりを心掛けています。

た
」は
、
誰
も
が
自
由
に
活
動
で

き
る
場
で
、一
人
ひ
と
り
が
主

役
と
し
て
輝
く
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
男
女
が
仲

良
く
肩
を
な
ら
べ
て
い
る
様
子

を
描
い
て
お
り
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
ず
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
意
識
の
広

が
り
と
実
態

　
大
田
区
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
区
民
の
意
識
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
20
年

前
の
意
識
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
職
場
で
の
男
女
差
別
は
な
い
」

と
思
う
割
合
が
23
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
、「
男
は
外
で
働
き
、

女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」と
い
う

考
え
に
同
感
し
な
い
割
合
が

25
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す（
図
１
）。し
か
し
、
実
際
の

家
事
・
育
児
の
分
担
は「
女
性
で

あ
る
」割
合
は
５
・
４
ポ
イ
ン
ト

の
微
減
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
共

同
参
画
意
識
は
向
上
し
て
い
る

も
の
の
、
実
際
の
家
事
分
担
と

の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
家
事
・
育
児

に
関
し
て
、
依
然
と
し
て
女
性
へ

の
負
担
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す（
図
２
）。

男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
か
ら

　
令
和
７
年
度
、
大
田
区
で
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
を

見
直
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
多

様
性
に
配
慮
し
た
第
９
期
プ
ラ

ン
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講

座
や
展
示
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ

や
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、
新
し
い「
エ
セ
ナ
お
お
た
」

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

１ 

「
大
田
区
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
調
査
報
告
書
」よ
り

作
成
。

※

２ 

「
同
意
し
な
い
」に
は「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
同
意
し
な
い
」を

含
む
。

※

３ 

「
家
事
」は「
料
理
、
洗
濯
、
掃

除
」を
示
す
。

※

４ 

「
女
性
で
あ
る
」は
、「
主
に
女

性
」及
び「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

女
性
」の
合
計
。

※
５ 

内
閣
府「
男
女
共
同
参
画
白
書 

令
和
５
年
版
」参
照
。
６
歳
未

満
の
子
供
を
持
つ
妻
・
夫
の

家
事
関
連
時
間
。
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「男は外で働き、女は家庭を守るべき」
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66.9%
41.8%

平成16年度 令和６年度

「職場での男女差別はない」
と思う

66.2%
42.7%

平成16年度 令和６年度

エセナおおた
シンボルマーク

0分

100分

200分

300分

400分

実際の家事・育児の分担は
女性である（※３、※４）
69.9%

平成16年度

64.5%

令和６年度

女
性

男
性

5


